
d

も
咄
嗟
に
何
も
見
ず
に
堂
々
と
挨

拶
し
た
の
は
、
さ
す
が
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
は
、
あ
ま

り
に
苦
し
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、

苦
し
さ
や
そ
の
中
に
も
あ
る
楽
し

さ
な
ど
を
、
語
り
部
と
し
て
わ
が

子
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
、
今
思
え
ば
残
念
で
な
ら
な
い

と
述
べ
、
参
加
し
て
い
た
生
徒
達

に
「
今
日
聞
い
た
こ
と
を
心
に
積

み
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

入
会
式

平
成
17
年
3
月
1
日
c

、
翌
日

に
卒
業
式
を
控
え
た
3
年
生
352
人

の
同
窓
会
入
会
式
が
大
講
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
を
代
表
し
て
b
祖
日
出

夫
理
事
長
（
昭
和
28
年
卒
）
か
ら

「
今
後
の
同
窓
会
活
動
へ
の
大
勢

の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
瀬
浪
孝
平
事
業
委
員
長

（
昭
和
40
年
卒
）
か
ら
、「
卒
業
し

て
年
を
経
る
ご
と
に
き
っ
と
学
生

時
代
が
懐
か
し
い
と
思
え
て
き
ま

す
。
同
期
の
絆
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
の
先
輩
談
。

ま
た
、
藤
田
未
央
常
任
理
事

（
平
成
6
年
卒
）
か
ら
は
、
2
年

後
の
成
人
式
前
夜
祭
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
代
表
の
宗
友
一
晃
君
か
ら

入
会
に
当
た
っ
て
の
決
意
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
同
窓
会
事

務
局
の
山
c
緑
理
事
（
昭
和
48
年

卒
）
か
ら
、
同
窓
会
活
動
や
入
会

手
続
き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

本
同
窓
会
の
会
員
数
は
約
2
万

7
千
人
。
近
年
会
員
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
活
発
な
活
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
若
手
会
員
の
方
々
に
大
勢

参
加
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
卒
業

式
の
前
日
に
同
窓
会
入
会
式
を
挙

行
し
、
組
織
や
活
動
状
況
を
説
明

し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
初
め
て
の
試
み

と
し
て
成
人
式
に
ち
な
ん
で
成
人

式
前
夜
祭
を
実
施
し
、
同
期
の
絆

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
本
同
窓
会

で
は
、
毎
年
総
会
・
懇
親
会
・
ゴ

ル
フ
大
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

京
浜
近
畿
等
の
地
域
同
窓
会
、
部

活
動
O
B
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い

同
窓
会
に
、
ご
参
加
を
！

ま
す
。

特
に
総
会
等
の
大
き
な
行
事

は
当
番
学
年
制
を
と
り
、
本
年

を
例
に
取
る
と
昭
和
28
・
38
・

48
・
58
年
、
平
成
5
・
15
年
各

卒
業
の
多
数
の
方
々
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
と
の
交
友
関
係

も
生
ま
れ
、
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
で
す
。

ど
う
か
同
窓
会
諸
行
事
へ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

同窓会理事長
C祖日出夫

こ
の
間
の
大
き
な
活
動
と
し
て
は
次

の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
130
周
年
記
念
募
金

平
成
16
年
10
月
か
ら
平
成
17
年
6
月

ま
で
の
期
間
、
百
周
年
記
念
館
改
修
の

た
め
の
募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。

◎
130
周
年
記
念
バ
ス
ツ
ア
ー
・
放
談
会

「
一
中
・
二
女
時
代
の
歴
史
探
訪
」

11
月
20
日
g
午
前
中
、
岡
山
城
、
藩

校
址
、
吉
備
津
神
社
青
空
教
室
址
を
バ

ス
で
巡
り
、
午
後
は
、
国
際
ホ
テ
ル
で

放
談
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

◎
成
人
式
前
夜
祭

1
月
8
日
g
、
同
窓
会
初
の
試
み
で

あ
る
「
成
人
式
前
夜
祭
」
が
行
な
わ
れ
、

成
人
を
迎
え
る
平
成
15
年
卒
の
同
期
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

通
常
の
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
16
年
度
（
平
成
15
年
11
月
1
日
〜

平
成
16
年
10
月
31
日
）
の
9
月
以
降

１．

理
事
会

9
月
11
日
g
第
1
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
・
会
計
年
度
変
更
な
ど
の

会
則
・
細
則
改
正
案
が
審
議
さ
れ
、
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
20
日
g
第
2
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
決
算
・
予
算
案
等
が
審
議
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
（
平
成
16
年
11
月
1
日
〜

平
成
17
年
8
月
31
日
）

１．

総
会
・
懇
親
会

平
成
16
年
11
月
20
日
g
国
際
ホ
テ
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２．

常
任
理
事
会
・
正
副
委
員
長
会
議

常
任
理
事
会
で
は
、
各
委
員
会
等
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
や
企
画
提
案
を
審

議
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
重
要
議
案

が
多
く
、
8
月
末
ま
で
に
常
任
理
事
会

を
9
回
、
正
副
委
員
長
会
議
を
2
回
開

催
し
ま
し
た
。

３．

委
員
会
活
動

a
総
務
委
員
会

常
任
理
事
会
提
出
議
題
の
検
討
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
策
定
・
会
計

管
理
他
　
　

s
事
業
委
員
会

母
校
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
同
期
会
設
立
推
進

d
広
報
委
員
会

会
報
「
朝
日
」
企
画
・
編
集
・
発
行

f
Ｉ
Ｔ
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
随
時
更
新

g
130
周
年
委
員
会

130
周
年
記
念
募
金

h
機
構
改
革
特
別
委
員
会

会
則
・
細
則
等
改
正
案
作
成

そ
の
他

◎
朝
日
高
校
出
版
の
「
朝
日
高
校
の
生

い
立
ち
、
戦
前
篇
」
500
冊

「
写
真
で
綴
る
130
年
」
100
冊
を
同
窓

生
の
た
め
に
確
保
し
ま
し
た
。

9
月
以
降
の
予
定

●
9
月
17
日
g
、
第
1
回
理
事
会

会
則
細
則
改
正
案
及
び
決
算
・
予
算

案
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

●
11
月
19
日
g
、
第
2
回
理
事
会

役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

●
11
月
19
日
g
、
総
会
・
懇
親
会
の
新

し
い
形「
母
校
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
・
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
18
年
1
月
7
日
g
、
成
人
式
前

夜
祭
・
平
成
16
年
卒
同
期
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

（
平
成
16
年
9
月
1
日
か
ら
平
成
17
年
8
月
31
日
ま
で
）

会
則
・
細
則
改
正
に
よ
り
、
会
計
年
度
・
事
業
年
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。


